
学習人口の現状

資料：文部科学省「学校基本調査」（平成17年度）,「社会教育調査」（平成17年度）,「平成5年度学習塾等に関する実態調査」ほか

社会教育施設利用者（年間延べ数）

◆公民館（類似施設を含む。）・・・2億3,311万人 ◆青少年教育施設・・・2,061万人 ◆社会体育施設・・・4億6,662万人

◆博物館（類似施設を含む。）・・・2億6,633万人 ◆女性教育施設 ・・・ 277万人 ◆民間体育施設・・・1億5,330万人

◆図書館 ・・・1億6,133万人
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教育委員会、公民館等が開催する学級・講座の受講者数 2,194万人
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民間のカルチャーセンター等における受講者数

746万人

知事・市町村部局が開催する学級・講座の受講者数 809万人



生涯学習人口の推移

生涯学習人口は増加傾向、延べ３千万人にのぼる

資料：文部科学省「社会教育調査」
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学習活動を行う理由

「知識や技術を高められるから」
（５３．５％）、
「人生を豊かにできるから」
（５４．５％）、との回答が多い。

団塊世代は
「知識や技術を高められるか
ら」（７２．４％）、
「人生を豊かにできるから」
（６９．０％）と他の世代に比
べて意識が高い。

他の世代と比べ、団塊世代の自己啓発意識は高い

資料：文部科学省委託「学習活動やスポー
ツ、文化活動等に係るニーズと社会教育施
設等に関する調査」（平成18年）



生涯学習をしている理由
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特に理由はない，わからない

その他

社会の進歩に遅れないよう，世の中の
ことを知るため

高度な専門的知識を身につけるため

現在の仕事や将来の就職・転職に役立
てるため

家庭・日常生活や地域をよりよくする
ため

老後の人生を有意義にするため

興味があったため

教養を高めるため

自由時間を有効に活用するため

健康・体力づくりのため

他の人との親睦を深めたり，友人を得
るため

趣味を豊かにするため

資料：内閣府「生涯学習に関する世論調査」（平成17年）

「趣味」、「健康・体力づくり」、又は、「人間関係の充実」のため生涯学習を実施して
いる割合が高い

（「生涯学習」を「したことがある」とする者に，複数回答）



生涯学習をしてみたい理由

（「生涯学習」を「してみたいと思う」と答えた者に，複数回答）
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興味があったため

高度な専門的知識を身につけるため

現在の仕事や将来の就職・転職に役立てるた
め

社会の進歩に遅れないよう，世の中のことを
知るため

家庭・日常生活や地域をよりよくするため

自由時間を有効に活用するため

教養を高めるため

老後の人生を有意義にするため

健康・体力づくりのため

他の人との親睦を深めたり，友人を得るため

趣味を豊かにするため

趣味、健康・体力のため、および人間関係の充実のために学習をしたいという割合が高い。

資料：内閣府「生涯学習に関する世論調査」（平成17年）



学級・講座の受講者数の推移

資料：文部科学省「社会教育調査」
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教育委員会 5,164 5,773 6,309 8,248 7,973 

公民館（類似施設含む） 9,057 8,998 10,014 11,073 13,122 

都道府県・市町村部局 12,363 13,445 10,974 10,567 8,087 

小計 14,734 15,350 17,052 20,097 21,943 

合計 27,097 28,796 28,026 30,665 30,030 

平成４年 平成７年 平成１０年 平成１３年 平成１６年

※ 小計の内訳：教育委員会、公民館、青少年教育施設、女性教育施設が開設する学級・講座の受講者数の合計

合計の内訳：小計＋都道府県・市町村部局が開設する学級・講座の受講者数の合計

（千人）（千人）

公民館等における学級・講座の受講者数は増加傾向



学習活動に取り組んでいる主な場所
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学習活動を実際に行っている人が役立っていると思う場所

資料：文部科学省委託「学習活動の促進に関する実態調査」（平成17年度）

学習活動に取り組んでいる主な場所、
学習に役立っていると感じている主な場所

学習活動を実際に行っている場所は、「自宅」がもっとも多い。また、役立っている学習方法として、
インターネットをあげる比率が高く、かつ学習者の期待が大きい。
○「自宅」で学習活動を行っている比率がもっとも高く（32.2%）、「50代以上」「自営業・会社・団体の経営者・役員」

「派遣社員」の比率が高い。
○学習活動を行っている比率が高いのは「自宅」の次に、「公共の図書館」（13.6%）で、「学生」の利用率が高い。
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生涯学習推進センターで実施されている事業

今後ニーズが高まると思
われる事業

「ＮＰＯ」、「起業」、「キャリアアップ」、「働く」ことに関する事業が、今後ニーズが高ま
ると思われる事業として認識。

資料：文部科学省「生涯学習推進施
策等に関する調査」（平成18年）
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学習の制約要因

「忙しくて自己啓発の余裕がない」、「費用がかかりすぎる」の比率が高い。

資料：厚生労働省「能力開発基本調査」（平成17年度）



企業従業員の自己啓発の手段

正社員、非正社員ともにラジオ、テレビ、専門書、インターネットなどによる自己
学習比率が高い。
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資料：厚生労働省「能力開発基本調査」（平成17年度）
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